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宇宙開発利用部会における議論の経緯

宇宙開発利用部会（第97回）（令和7年7月4日）

• 民間企業等を主体とした今後の宇宙開発利用の推進に係る方向性について議論された。

• 技術開発・実証及び事業化実証の加速に向けては、「宇宙参入と宇宙適用（IN/UP）」から、
「宇宙実証」を通じて、「価値創出（DOWN/OUT）」を行う一連のサイクルを効率化・高速
化することが重要とされた。

• 第97回宇宙開発利用部会の議論を踏まえ、文部科学省は、各事業者・大学等へのヒアリング、
JAXA・関連団体等との意見交換を行い、政策的検討を進めた。

宇宙開発利用部会（第99回）（令和7年9月29日）

• 検討の結果、文部科学省として今後必要と考えられる技術開発を識別し、報告・議論を行った。
（輸送分野については次の通り。）
既存の宇宙輸送に係るプレーヤーと非宇宙分野のプレーヤーによる共創から生まれる技術開発を活用した、
再使用ロケット等の打上げから回収を見据えた新しい宇宙輸送システムのアーキテクチャの構築を目指し、地
上系技術の基盤システムの拡張性を視野に入れた技術開発や、ロケットの再使用化・⼤気圏再突入等に求
められるキー技術の獲得に重点的に取り組むべきではないか。
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（1） 宇宙輸送機の大気圏再突入における熱防護技術
• 将来の宇宙輸送市場では軌道上からの帰還を前提とする新たなサービスの広がりが予想されるところ、軌道上
から大気圏に再突入する際には衝撃波により機体表面が高温となるため、この空力過熱に耐えるための熱防護
システムが必要である。しかし現在は耐久性が低い素材の採用に依っているために再使用性が低く、運用費が
高価である。

• 従って、高い再使用性を備えた熱防護システムの実現に向け、新たな耐熱部品を用いた低コストな熱防護シス
テム機器の試作や点検・再整備などを容易にするための基盤技術開発を実施する。

（2） 打上げシステムへの洋上活用技術
• 今後、我が国のロケット打上げ回数が増加した場合は、地上系システムの拡充が必要だが、国土に限りのある
我が国では、高度なロケットの飛行経路設定が必要となり、その技術成熟度が打上げシステム運用上のボトル
ネックとなり得る。一方、これらの地上系システムを洋上に展開することで、ボトルネックの解消が期待できる。

• 従って、打上げに係る地上系システムの洋上展開や洋上を活用した新たな打上げシステムの構築等に必要な
技術開発を行い、洋上を活用したロケット打上げサービスの実現の見通しを得ることにより、将来の多様な宇宙
輸送に対応するための技術基盤の構築と洋上環境における打上げシステム実証の加速を目的とした研究開発
を実施する。

宇宙技術戦略の改訂の方向性

改訂の方向性（ポイント）
 宇宙開発利用部会での議論も踏まえ、宇宙輸送機の大気圏再突入における熱防護技術及び
打上げシステムへの洋上活用技術を重要視し、宇宙技術戦略における記載を検討する。
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（第97回宇宙開発利用部会）
（参考）民間等による今後の宇宙開発利用について 宇宙開発利用部会

(R7.7.4 第97回)
資料97-6より抜粋
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宇宙開発利用部会
(R7.9.29 第99回)
資料99-5より抜粋

（参考）今後必要となる民間等による研究開発課題について（輸送分野について）
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